
家庭科（家庭総合）学習指導案
指導者 ○○ ○○

１ 履修単位数 ２単位

２ 実施日時 令和５年１０月 日（ ） ４限目

３ 学級 HR（ 名）

４ 使用教科書 家庭総合 自立・共生・創造（東京書籍）

５ 単元名 経済生活を営む

６ 単元設定の理由
近年、グローバル化や情報化、それに伴う販売や流通の多様化などにより社会環境が大きく変化している。この

ような社会の中で、消費者に求められるのは、生涯を見通した生活における経済の管理や計画、リスク管理、消費
生活の現状と課題について理解し、適切に対応していく主体性である。また、民法の改正により成年年齢が１８歳
に引き下げられたことから、今後、高校生のうちから消費者の権利と責任を自覚し、自立した消費者として行動す
ることが求められている。
本学級の生徒が在籍している生活文化科は、将来、ファッション関係で活躍できる生徒を育成する専門学科で

ある。アパレルに興味があることから、インターネット等による通信販売を利用した被服購入の経験がある生徒が
多い。アンケートを実施したところ、実際に消費者トラブルを経験したことのある生徒が過半数いることが分かっ
た。
しかし、トラブルを経験している生徒が多いものの、それに関する情報を積極的に手に入れようとしていない生

徒が約７０％おり、生活情報の活用に結び付いていないのが現状である。
そこで、消費生活について主体的に考え、判断する力や意思決定能力を育てるために、実践的・体験的な活動

を通して、適切な判断や行動ができるようにしたいと考え、本単元を設定した。

７ 単元の目標
（１）消費生活の現状と課題、消費行動における意思決定や責任ある消費の重要性について理解するとともに、

消費者問題や消費者の自立と支援、契約の重要性や消費者保護の仕組みについて理解を深める。
（２）自立した消費者として、生活情報を活用し、適切な意思決定に基づいて行動できるよう、課題を解決する力を

養う。
（３）消費行動と意思決定について、課題の解決に主体的に取り組んだり、振り返って改善したりして、地域社会に

参画しようとするとともに、生活文化を継承し、自分や家庭、地域の生活の充実向上を図るために実践しよう
とする態度を養う。

８ 単元の評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

・消費生活の現状と課題、消費行動
における意思決定や責任ある消費の
重要性について理解深めているとと
もに、生活情報の収集・整理が適切
にできる。
・消費者の権利と責任を自覚して行
動できるよう、契約の重要性や消費
者保護の仕組みについて理解を深
めている。

自立した消費者として、生活情報を
活用し、適切な意思決定に基づい
て行動できるよう、責任ある消費者
について課題を設定し、解決策を構
想し、実践を評価・改善し、考察した
ことを根拠に基づいて論理的に表
現するなどして課題を解決する力を
身に付けることができる。

消費行動と意思決定について、課
題の解決に主体的に取り組んだり、
振り返って改善したりして、地域社
会に参画しようとするとともに、生活
文化を継承し、自分や家庭、地域の
生活の充実向上を図るために実践
しようとしている。



９ 指導と評価の計画（１２時間）

第１次 情報の収集・比較と意思決定・・・・・・
第２次 購入・支払いのルールと方法・・・・・・
第３次 消費者の権利と責任・・・・・・・・・・・・・
第４次 生涯の経済生活を見通す・・・・・・・・・
第５次 会計をマネジメントする・・・・・・・・・・・
第６次 これからの経済生活・・・・・・・・・・・・・

ねらい・学習活動
評価の観点

評価規準・評価方法
知 思 態

第
一
次

現代の消費生活における意思
決定の重要性と情報の活用に
ついて理解する。

● ●

・消費生活における意思決定の重要性と、情報の活用
について考えている。（ワークシート・発表内容）
・自立した責任ある消費者をめざして、意欲的に学習に
取り組んでいる。（行動観察）

第
二
次

・日常生活におけるさまざまな
契約について理解する。
・販売方法や支払い方法の多
様化や契約の重要性について
理解する。

● ●

・多様な販売方法や支払い方法、契約の重要性につい
て理解している。（ワークシート）
・責任ある消費行動が取れるよう、意欲的に学習に取り
組んでいる。（ワークシート・行動観察）

第
三
次

・消費者には権利と責任がある
ことを理解する。
・消費者保護制度について理
解する。
・消費者の権利と責任の変遷
を踏まえて、消費者市民社会の
実現に向けて実践しようとする。

● ●

・消費者の権利と責任、消費者保護制度について理解
している。（ワークシート）
・消費者市民社会の実現に向けて、自分の生活を見直
し考えて行動しようとしている。（ワークシート・行動観
察）

第
四
次

経済的自立の重要性や生涯を
見通した働き方について理解
する。

● ●

・経済的自立の重要性について理解している。（ワーク
シート）
・生涯安定した経済生活を営めるように、意欲的に学
習に取り組んでいる。（ワークシート・行動観察）

第
五
次

家計の構造やリスクを踏まえた
金融資産のマネジメントについ
て理解する。 ● ●

・家計の構造や金融資産のマネジメントについて理解
している。（ワークシート）
・生涯を見通して家計をマネジメントする力をつけるた
め、意欲的に学習に取り組んでいる。（ワークシート・行
動観察）

第
六
次

・家計と地域経済・国民経済・
国際経済のつながりについて
理解する。
・持続可能な経済成長の実現
に向けて実践しようとする。

● ●

・家計と地域経済・国民経済・国際経済のつながりにつ
いて理解している。（ワークシート）
・持続可能な経済成長の実現に向けて、考えて行動し
ようとしている。（ワークシート・行動観察）

２時間（本時１／２）
３時間
２時間
１時間
３時間
１時間



１０ 本時の指導目標

・消費行動における主体的な意思決定の重要性と、消費者トラブル対処方法について考える。（思考・判断・表

現）

１１ 本時の展開

時間（分） 学習活動 指導上の留意点
学習活動における
具体の評価規準 評価方法

導入
（５分）

・本時の学習内容と目標
を知る。

・本時の学習内容と目標を
説明する。

展開
（４０分）

・消費者問題の現状につ
いて知る。

・マルチ商法のロールプレ
イをする。

・ロールプレイで感じた問
題点や対処方法について
話し合い発表する。

・主体的な意思決定をする
ために必要なことを知る。

・消費者トラブルの対処方
法について、消費生活セン
ター相談員から相談の仕
方などを聞く。

・マルチ商法について教科
書・事前学習プリントで確
認させる。

・「被害者」「加害者」、両方
の視点に立たせる。

・班の意見をまとめさせ、
MetaMoＪi ClassRoomに
記入させ、発表させる。

・マルチ商法の事例に当て
はめて考えさせる。

・生徒に疑問点などを質問
させる。
・要点をまとめさせる。
・とくしま消費者トラブル
LINE相談のチラシを配る。

・主体的な意思決
定の重要性と、消
費者トラブル対処
方法について考え
ている。（思考・判
断・表現）

・ワークシート
・行動観察
・発表内容

まとめ
（５分）

・本時のまとめをする。
・本時の目標が達成できて
いるか確認させる。

消費行動における主体的な意思決定の重要性と、消費者トラブル対処方法について考えよう。


